
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
特定の映像信号に対して最新に行われたブランキング調整の調整量を記憶するための不揮
発性メモリ、
特定の映像信号が入力されているか否かを判定する手段、
特定の映像信号が入力された場合には、不揮発性メモリに記憶されているブランキング調
整の調整量によって規定される領域を黒レベルでマスクする手段、
特定の映像信号が入力されている場合にのみ、ユーザ操作に基づくブランキング調整を可
能とさせる手段、ならびに
ブランキング調整量がユーザ操作によって変化せしめられたときに、不揮発性メモリに記
憶されているブランキング調整量を変化後のブランキング調整量に更新させる手段、
を備えていることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
特定の映像信号に対して最新に行われたブランキング調整の調整量を記憶するための不揮
発性メモリ、
特定の映像信号が入力されているか否かを判定する手段、
特定の映像信号が入力された場合には、不揮発性メモリに記憶されているブランキング調
整の調整量によって規定される領域を黒レベルでマスクする手段、
特定の映像信号が入力されている場合にのみ、ユーザ操作に基づくブランキング調整を可
能とさせる手段、
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ブランキング調整時に現在のブランキング調整量をオンスクリーン表示させる手段、なら
びに
ブランキング調整量がユーザ操作によって変化せしめられたときに、オンスクリーン表示
されるブランキング調整量を変化後のブランキング調整量に更新させるとともに、不揮発
性メモリに記憶されているブランキング調整量を変化後のブランキング調整量に更新させ
る手段、
を備えていることを特徴とする表示装置。
【請求項３】
特定の映像信号が、ブランキング期間に映像信号とは異なるコピープロテクトのための信
号が挿入されている可能性が高い映像信号であることを特徴とする請求項１および２のい
ずれかに記載の表示装置。
【請求項４】
特定の映像信号が、マクロビジョンによるコピープロテクトが施されている可能性が高い
映像信号であることを特徴とする請求項１および２のいずれかに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、液晶パネル、デジタルミラーデバイス（ＤＭＤ）等の光の強度を変調するラ
イトバルブを用いた表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、映画等のコンテンツの著作権を保護する目的で、コピー防止のためにマクロビジョ
ン (Macrovision) がＤＶＤソフト等に導入されている。マクロビジョン信号は、図４に示
すように、ビデオ信号の垂直ブランキング期間に重畳されており、録画側装置のＡＧＣ (A
utomatic Gain Control)を誤動作させることにより、出力ソースを正常に録画できないよ
うにするものである。
【０００３】
マクロビジョンによるコピープロテクトが施されたコンテンツを液晶プロジェクタによっ
て表示する際において、入力信号のアスペクト比と液晶パネルのアスペクト比が異なる場
合には、垂直ブランキング期間に重畳されているマクロビジョン信号が映像信号として表
示されてしまうことがある。
【０００４】
例えば、入力信号のアスペクト比が横４縦３であるのに対して液晶パネルのアスペクト比
が横５縦４である場合には、液晶パネルの横サイズに映像信号の横サイズが一致するよう
にして映像信号を液晶パネルに書き込むため、映像信号の縦サイズが液晶パネルの縦サイ
ズより小さくなり、垂直ブランキング期間に重畳されているマクロビジョン信号も液晶パ
ネルに書き込まれてしまうからである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
この発明は、特定の映像信号が入力された場合にのみブランキング調整が行える表示装置
を提供することを目的とする。
【０００６】
また、この発明は、特定の映像信号が入力された場合に、特定の映像信号に対して最新に
行われたブランキング調整の調整量によって規定される領域を黒レベルで自動的にマスク
することができる表示装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載の発明は、特定の映像信号に対して最新に行われたブランキング調整の調
整量を記憶するための不揮発性メモリ、特定の映像信号が入力されているか否かを判定す
る手段、特定の映像信号が入力された場合には、不揮発性メモリに記憶されているブラン
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キング調整の調整量によって規定される領域を黒レベルでマスクする手段、特定の映像信
号が入力されている場合にのみ、ユーザ操作に基づくブランキング調整を可能とさせる手
段、ならびにブランキング調整量がユーザ操作によって変化せしめられたときに、不揮発
性メモリに記憶されているブランキング調整量を変化後のブランキング調整量に更新させ
る手段を備えていることを特徴とする。
【０００８】
請求項２に記載の発明は、特定の映像信号に対して最新に行われたブランキング調整の調
整量を記憶するための不揮発性メモリ、特定の映像信号が入力されているか否かを判定す
る手段、特定の映像信号が入力された場合には、不揮発性メモリに記憶されているブラン
キング調整の調整量によって規定される領域を黒レベルでマスクする手段、特定の映像信
号が入力されている場合にのみ、ユーザ操作に基づくブランキング調整を可能とさせる手
段、ブランキング調整時に現在のブランキング調整量をオンスクリーン表示させる手段、
ならびにブランキング調整量がユーザ操作によって変化せしめられたときに、オンスクリ
ーン表示されるブランキング調整量を変化後のブランキング調整量に更新させるとともに
、不揮発性メモリに記憶されているブランキング調整量を変化後のブランキング調整量に
更新させる手段を備えていることを特徴とする。
【０００９】
請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の表示装置において、特定の映像信号
が、ブランキング期間に映像信号とは異なるコピープロテクトのための信号が挿入されて
いる可能性が高い映像信号であることを特徴とする。
【００１０】
請求項４に記載の発明は、請求項１または２に記載の表示装置において、特定の映像信号
が、マクロビジョンによるコピープロテクトが施されている可能性が高い映像信号である
ことを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して、この発明を液晶プロジェクタに適用した場合の実施の形態につい
て説明する。
【００１２】
図１は、液晶プロジェクタの構成を示している。
【００１３】
映像入力端子１に入力された映像信号は、映像信号処理回路２に送られる。映像信号処理
回路２は、信号判別処理、スケーリング処理、ブランキング調整処理等を行う。映像信号
処理回路２から出力される映像信号は、ＯＳＤ混合回路３に送られ、ＯＳＤ（オンスクリ
ーンディスプレイ）データと合成される。ＯＳＤ混合回路３から出力される映像信号は、
駆動回路４によってライトバルブ（ＬＣＤ）５に書き込まれる。
【００１４】
ライトバルブ５に書き込まれた映像は、光源ランプ６の作用により、投写レンズ９を介し
てスクリーン（図示略）に投影される。光源ランプ６はランプ駆動回路７によって駆動さ
れる。
【００１５】
マイコン１０は、図示しないＲＯＭ、ＲＡＭの他、ＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリ１１
を備えている。マイコン１０には、キーボード、リモコン等の操作部１２からの指令が入
力する。マイコン１０は、映像信号処理回路２、ＯＳＤ混合回路３およびランプ駆動回路
７を制御する。
【００１６】
この実施の形態では、マイコン１０は、サービスマン（またはユーザ）の操作に基づいて
、ブランキング調整を行う機能を備えている。
【００１７】
図２は、マイコン１０によるブランキング調整処理手順を示している。
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【００１８】
ブランキング調整の種類としては、画面上端、画面下端、画面左端、画面右端に対するブ
ランキング調整があるが、ここでは、画面上端に対するブランキング調整を例にとって説
明する。
【００１９】
不揮発性メモリ１１には、画面上端に対するブランキング調整の調整量の標準値（例えば
、２０）が記憶されているとともに、特定の信号、この例では、マクロビジョンによるコ
ピープロテクトが施されている可能性が高いＤＶＤプレーヤからの映像信号４８０ｐに対
して最新に行われたブランキング調整の調整量（例えば、０～２５５）が記憶されている
ものとする。なお、ブランキング調整の調整量（例えば、０～２５５）は、画面上端部の
黒レベルでマスクする領域を規定するものであって、液晶パネルの上端からマスク領域の
下端までの水平ライン数を表している。
【００２０】
マイコン１０は、映像信号処理回路２によって判別された入力映像信号の種類に基づいて
、入力映像信号が特定の映像信号（４８０ｐ）であるか否かを判定する（ステップ１）。
【００２１】
入力映像信号が特定の映像信号（４８０ｐ）ではない場合には、マイコン１０は、不揮発
性メモリ１１に記憶されているブランキング調整の調整量の標準値（２０）を読み出して
、映像信号処理回路２にブランキング調整量として設定する（ステップ２）。映像信号処
理回路２は、マイコン１０によって設定されたブランキング調整量によって規定される画
面上端の領域（ブランキング領域）を黒レベルでマスクする。これにより、今回のブラン
キング調整を終了し、ステップ１に戻る。
【００２２】
入力映像信号が特定の映像信号（４８０ｐ）である場合には、マイコン１０は、不揮発性
メモリ１１に記憶されている特定の映像信号４８０ｐに対して最新に行われたブランキン
グ調整の調整量を読み出して、映像信号処理回路２にブランキング調整量として設定する
（ステップ３）。映像信号処理回路２は、マイコン１０によって設定されたブランキング
調整量によって規定される画面上端の領域（ブランキング領域）を黒レベルでマスクする
。
【００２３】
そして、マイコン１０は、操作部１２からブランキング調整指令の入力があったか否かを
判別する（ステップ４）。ブランキング調整指令は、たとえば、操作部１２上のブランキ
ング調整モードキーが操作されたときに入力される。操作部１２からブランキング調整指
令の入力がない場合には、今回のブランキング調整を終了し、ステップ１に戻る。
【００２４】
ステップ４において、操作部１２からブランキング調整指令の入力があったと判定された
場合には、ブランキング調整モードに入り、マイコン１０は、例えば、図３（ａ）に示す
ように、現在のブランキング調整量（この例では２０）をオンスクリーン表示（ＯＳＤ表
示）させる（ステップ５）。
【００２５】
そして、マイコン１０は、操作部１２上のカーソルキーのうちの上キーまたは下キーが操
作されたか否か（ステップ６）、操作部１２からブランキング調整モード解除指令が入力
されたか否か（ステップ１０）を判定する。ブランキング調整モード解除指令は、たとえ
ば、操作部１２上のブランキング調整モード解除キーが操作されたときに入力される。
【００２６】
操作部１２上のカーソルキーのうちの上キーまたは下キーが操作された場合には（ステッ
プ６）、マイコン１０はステップ７、８、９の処理を行い、ブランキング調整モード解除
指令が入力された場合には（ステップ１０）、マイコン１０は今回のブランキング調整を
終了し、ステップ１に戻る。
【００２７】
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操作部１２上のカーソルキーのうちの上キーまたは下キーが操作された場合の処理につい
て説明する。上キーまたは下キーが操作された場合には（ステップ６）、マイコン１０は
、操作されたカーソルキーに応じて現在のブランキング調整量を変化させる（ステップ７
）。例えば、上キーが操作された場合には、現在のブランキング調整量に、予め定められ
たオフセット値（ここでは１）を加算することにより、ブランキング調整量を変更する。
また、下キーが操作された場合には、現在のブランキング調整量に、予め定められたオフ
セット値（ここでは１）を減算することにより、ブランキング調整量を変更する。
【００２８】
そして、マイコン１０は、ＯＳＤ表示されるブランキング調整量を変化後のブランキング
調整量に更新させるとともに（ステップ８）、不揮発性メモリ１１に記憶されている最新
のブランキング調整の調整量を、変化後のブランキング調整量に更新させる（ステップ９
）。
【００２９】
上記ステップ５において、図３（ａ）に示すようなマクロビジョン信号を含む映像が表示
されているとすると、上キーが操作されるとブランキング調整量が増加し、図３（ｂ）に
示すように画面上側のブランキングに対する黒レベルのマスク領域が増加する。さらに、
上キーが操作されるとブランキング調整量がさらに増加し、図３（ｃ）に示すように画面
上側のブランキングに対する黒レベルのマスク領域がさらに増加する。
【００３０】
なお、下キーが操作された場合には、画面上側のブランキングに対する黒レベルのマスク
領域が減少していく。
【００３１】
【発明の効果】
この発明によれば、特定の映像信号が入力された場合にのみブランキング調整が行えるよ
うになる。また、この発明によれば、特定の映像信号が入力された場合に、特定の映像信
号に対して最新に行われたブランキング調整の調整量によって規定される領域を黒レベル
で自動的にマスクすることができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】液晶プロジェクタの構成を示すブロック図である。
【図２】マイコンによるブランキング調整処理手順を示すフローチャートである。
【図３】ブランキング調整が行われた場合にブランキングに対する黒レベルのマスク領域
が変化していく様子を示す模式図である。
【図４】ビデオ信号の垂直ブランキング期間に重畳されているマクロビジョン信号を示す
波形図である。
【符号の説明】
２　映像信号処理回路
３　ＯＳＤ混合回路
４　駆動回路
５　ライトバルブ
６　光源ランプ
７　ランプ駆動回路
１０　マイコン
１１　不揮発性メモリ
１２　操作部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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